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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月2日(2021.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技を行う遊技機であって、
　遊技の制御を行う遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段から送信された制御情報に基づいて演出の制御を行う演出制御手段と
、を備え、
　前記遊技制御手段は、遊技者に対する有利度を設定可能な有利度設定手段を含み、
　前記制御情報は、前記有利度設定手段により設定された有利度を特定可能な有利度制御
情報を含み、
　前記遊技制御手段は、前記有利度制御情報を特定契機にのみ前記演出制御手段に送信し
、
　前記演出制御手段は、
　　前記遊技制御手段から送信された前記有利度制御情報から特定される有利度を特定可
能な有利度データを保持可能なデータ保持手段と、
　　前記有利度設定手段により設定された有利度の示唆を行うための有利度示唆制御を実
行可能な有利度示唆制御実行手段と、
　　前記特定契機以降に前記演出制御手段の初期化条件が成立したときに、前記データ保
持手段が保持している有利度データを該有利度データと異なる特定データに変更する保持
データ変更手段と、を含み、
　前記有利度示唆制御実行手段は、
　　前記データ保持手段により有利度データが保持されており、該有利度データから特定
される有利度が所定有利度であるときに所定演出を実行するように制御し、
　　前記データ保持手段により特定データが保持されているときに前記所定演出を実行し
ないように制御する、遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　このような遊技機として、例えば、遊技の制御を行う遊技制御手段と演出の制御を行う
演出制御手段を備え、遊技制御手段側において遊技者に付与する価値の割合を複数段階の
うちのいずれかの段階に設定可能にすることにより、遊技制御手段側において遊技者に対
する有利度を設定可能にした遊技機が知られている（例えば、特許文献１参照）。この遊
技機は、設定に関する情報を１ゲーム毎に遊技制御手段から演出制御手段へ送信すること
により、遊技制御手段側の設定（換言すると遊技制御手段側で設定された有利度）と演出
制御手段側で認識している設定（換言すると演出制御手段側で認識している有利度）とに
食い違いが生じることを防いでいる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－０１０３８１号公報
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　特許文献１に記載の技術では、１ゲーム毎に遊技制御手段から演出制御手段へ情報を送
信すると、送信した情報が不正に取得される機会が増加することに繋がる。このため、不
正に情報が取得される機会を減少させるために、遊技制御手段から演出制御手段への情報
の送信機会を減少させることが望ましい。しかし、何らかの異常が発生して演出制御手段
が初期化されてしまい、演出制御手段側で保持している設定が変更されるような事態が発
生した場合、情報の送信機会を減少させると、遊技制御手段側の設定と演出制御手段側で
認識している設定とに食い違いが生じるおそれがある。このような状況において、演出制
御手段が認識している設定に基づいて設定の示唆（換言すると有利度の示唆）を行うと、
遊技制御手段側の設定と異なる設定の示唆が行われる不具合が生じるおそれがある。よっ
て、遊技制御手段から演出制御手段への情報の送信機会を減少させることに伴い、演出制
御手段が行う示唆に関する制御の改良の余地があった。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、演出制御手段が初期化された状況に
おいて、意図しない有利度の示唆が行われることを防止することができる遊技機を提供す
ることを目的とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
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　上記目的を達成するため、本発明に係る遊技機は、
　遊技を行う遊技機（例えば、遊技機１）であって、
　遊技の制御を行う遊技制御手段（例えば、メイン制御部４１）と、
　前記遊技制御手段から送信された制御情報に基づいて演出の制御を行う演出制御手段（
例えば、サブ制御部９１）と、を備え、
　前記遊技制御手段は、遊技者に対する有利度（例えば、設定値）を設定可能な有利度設
定手段（例えば、メイン制御部４１が設定変更状態に制御する処理）を含み、
　前記制御情報は、前記有利度設定手段により設定された有利度を特定可能な有利度制御
情報（例えば、設定コマンド）を含み、
　前記遊技制御手段は、前記有利度制御情報を特定契機（例えば、設定変更操作により設
定値が設定されたとき）にのみ前記演出制御手段に送信し（例えば、図１１に示す部分）
、
　前記演出制御手段は、
　　前記遊技制御手段から送信された前記有利度制御情報から特定される有利度を特定可
能な有利度データ（例えば、設定値データ）を保持可能なデータ保持手段（例えば、ＲＡ
Ｍ９１ｃ）と、
　　前記有利度設定手段により設定された有利度の示唆を行うための有利度示唆制御を実
行(例えば、設定値データから特定される設定値に応じた割合による設定示唆演出の実行)
 可能な有利度示唆制御実行手段（例えば、図８のＳｂ５によりセットされた演出実行フ
ラグに基づいて設定示唆演出を実行する部分）と、
　　前記特定契機以降に前記演出制御手段の初期化条件が成立したときに、前記データ保
持手段が保持している有利度データを該有利度データと異なる特定データに変更する保持
データ変更手段と（例えば、図７のＳａ４の処理を行う部分）、を含み、
　前記有利度示唆制御実行手段は、
　　前記データ保持手段により有利度データが保持されており、該有利度データから特定
される有利度が所定有利度であるときに所定演出を実行するように制御し、
　　前記データ保持手段により特定データが保持されているときに前記所定演出を実行し
ないように制御する（例えば、図８のＳｂ３およびＳｂ４の処理を行う部分、図９に示す
部分）。
　このような構成によれば、演出制御手段が初期化された状況において、意図しない有利
度の示唆が行われることを防止することができる。
（１）また、遊技機は、
　遊技を行う遊技機（例えば、遊技機１、スロットマシン、パチンコ遊技機）であって、
　表示手段（例えば、液晶表示器５１）と、
　演出手段（例えば、下パネル５０）とを備え、
　前記遊技機に対する電源供給が開始された後、所定期間（例えば、起動期間）が経過す
るまでは前記表示手段に画像が表示されず、当該所定期間の経過後に前記表示手段に画像
が表示され（例えば、液晶表示器５１には遊技機１に対する電源供給が開始された後に起
動期間が経過するまでは画像が表示されない一方で起動期間の経過後に準備中画像が表示
され）、
　前記演出手段は、前記所定期間において演出を実行する（例えば、下パネル５０が起動
期間において点灯を行う）。
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